
魅
力
の
�

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、�

充
実
の
�

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、�

企
業
立
地
で
�

脚
光
を
浴
び
る
�

二
〇
〇
六
年
、茨
城
県
は
�

工
場
立
地
面
積
で
全
国
一
位
、�

県
外
企
業
立
地
件
数
で
は
�

二
年
連
続
�

全
国
一
位
に
輝
い
た
。�

東
京
ま
で
一
時
間
ほ
ど
の
�

絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。�

平
坦
で
広
大
な
県
土
。�

災
害
も
少
な
く
、�

温
暖
な
気
候
。�

加
え
て
、整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
、�

陸
・
海
・
空
の
�

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。�

さ
ま
ざ
ま
な
要
件
が
あ
い
ま
っ
て

今
、茨
城
県
は
�

全
国
の
企
業
か
ら
�

熱
い
視
線
を
浴
び
て
い
る
。�

�文
／
　
鳥
澤
宏（
オ
フ
ィ
ス
・
テ
ィ
ー
ズ
）、田
端
広
英
�

写
真
／
倉
部
和
彦
、末
安
善
之（
ス
タ
ジ
オ
ワ
イ
ズ
）�

立
体
イ
ラ
ス
ト
／
岡
村
有
希
子
�

デ
ザ
イ
ン
／
中
島
聖
�

特

別

広

告

企

画

�

茨

城

県
2



茨
城
県
に
続
々
と
企
業
が
立
地
し
て
い
る
。�

つ
く
ば
、東
海
、日
立
、鹿
島
…
な
ど�

特
長
あ
る
産
業
資
源
集
積
地
を
有
す
る
の
に
加
え
、�

陸
・
海
・
空
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
進
む
な
ど
、�

企
業
活
動
に
好
適
な
環
境
が
評
価
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。�

県
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
や
産
業
活
性
化
に
向
け
た�

取
り
組
み
に
つ
い
て
、橋
本 

昌
知
事
に
う
か
が
っ
た
。�

聞
き
手
／
勝 

恵
子
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）�

陸・海・空の�
インフラ整備が進展し�
立地拠点として�
脚光を浴びる�
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勝

今
日
は
茨
城
県
の
魅
力
に
つ
い

て
、
知
事
に
い
ろ
い
ろ
お
う
か
が
い

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

は
じ
め
に
、
茨
城
県
の
特
長
か
ら

お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

知
事

茨
城
県
は
と
か
く
印
象
が
薄

く
て
、
ど
う
い
う
県
な
の
か
を
知
ら

な
い
方
も
多
い
の
で
す
が
、
人
口
全

国
第
一
一
位
、
農
業
産
出
額
全
国
第

三
位
、
製
造
品
出
荷
額
全
国
第
九
位

と
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
産
業
基
盤

を
持
つ
県
な
の
で
す
。

ま
た
、
筑
波
山
や
霞
ヶ
浦
、
袋
田

の
滝
な
ど
の
豊
か
な
自
然
に
加
え
、

偕
楽
園
や
鹿
島
神
宮
と
い
っ
た
名
所

旧
跡
、
笠
間
焼
や
結
城
紬
な
ど
郷
土

工
芸
品
も
数
多
く
、
温
泉
を
含
む
観

光
資
源
も
豊
富
に
あ
り
ま
す
。

首
都
圏
か
ら
も
近
い
で
す
か
ら
、

日
帰
り
で
来
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
の
も
茨
城
の
特
長
だ
と
思
い
ま
す
。

勝

確
か
に
、
上
野
駅
か
ら
水
戸
駅

ま
で
J
R
常
磐
線
で
約
一
時
間
と
ア

ク
セ
ス
が
い
い
で
す
ね
。
そ
う
い
え

ば
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（
T
X
）

も
茨
城
県
を
都
心
に
近
づ
け
た
の
で

は
な
い
で
す
か
。

知
事

お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
T
X
の

開
業
に
よ
っ
て
都
心
か
ら
茨
城
へ
の

ア
ク
セ
ス
は
格
段
に
便
利
に
な
り
ま

し
た
。
実
は
、
東
京
に
一
番
近
い
守

谷
駅
と
秋
葉
原
駅
間
は
わ
ず
か
三
二

分
、
秋
葉
原
駅
か
ら
山
手
線
で
新
宿

駅
に
行
く
の
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
所
要

時
間
な
ん
で
す
よ
。

勝

そ
れ
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

茨
城
県
も
都
心
ま
で
、
ず
い
分
近
く

な
り
ま
し
た
ね
。

知
事

つ
く
ば
駅
と
秋
葉
原
駅
間
も

四
五
分
で
す
。
す
で
に
一
日
約
二
三

万
人
の
方
が
T
X
を
利
用
さ
れ
て
お

り
、
毎
日
、
秋
葉
原
駅
を
始
め
と
す

る
都
心
の
駅
や
山
手
線
の
車
内
な
ど

で
T
X
の
名
前
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ

る
こ
と
で
、
つ
く
ば
、
さ
ら
に
茨
城

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
ま
す
。

勝

こ
の
産
業
基
盤
が
充
実
し
て
い

る
茨
城
県
を
、
知
事
は
ど
の
よ
う
な

方
向
に
導
か
れ
て
い
こ
う
と
お
考
え

工
場
立
地
面
積

全
国
第
一
位

優
良
企
業
の
立
地
が

相
次
ぐ
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上野～水戸　　　65分　�
秋葉原～つくば　 45分�

ニューつくば下妻工業団地�15
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I b a r a k i
多種多様な�

工業団地が広がり、�
それらをつなぐ�

交通インフラの進展も�
目ざましい�



黄門様は諸国漫遊の�
旅はしなかった…�

茨 城 県 �

茨城県知事�

橋本 昌�
はしもと まさる�

●�
１９４５年茨城県生まれ。�
東京大学法学部卒。�

６９年自治省（現総務省）入省。�
自治省財政局公営企業第一課長などを�

歴任した後、９３年退職。�
同年、茨城県知事に就任、現在４期目。�
総合資源エネルギー調査会委員。�

関東知事会会長。�

5

で
す
か
。

知
事

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
人
口
減

少
時
代
を
迎
え
、
地
域
間
競
争
が
激

し
さ
を
増
し
て
い
く
な
か
で
、
茨
城

県
が
今
後
も
発
展
し
て
い
く
に
は
、

働
く
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
一
番

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
県
で
は
、
新
茨
城
県

総
合
計
画
『
元
気
い
ば
ら
き
戦
略
プ

ラ
ン
』
を
策
定
し
、「
人
が
輝
く
、
元

気
で
住
み
よ
い
、
い
ば
ら
き
づ
く
り
」

を
進
め
て
お
り
、
な
か
で
も
産
業
の

活
性
化
に
つ
い
て
は
最
も
力
を
入
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

勝

産
業
活
性
化
の
主
な
方
策
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

知
事

大
き
く
分
け
る
と
、
企
業
誘

致
、
科
学
技
術
を
活
か
し
た
産
業
振

興
、
中
小
企
業
振
興
の
三
つ
で
す
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

企
業
が
茨
城
県
に
注
目
し
、
立
地
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
私
も
多

く
の
企
業
の
ト
ッ
プ
の
方
々
と
お
会

い
し
て
、
文
字
通
り
の
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
し
て
お
り
ま
す
ほ
か
、
東
京

に
設
置
し
た
産
業
立
地
推
進
東
京
本

部
を
中
心
に
積
極
的
な
誘
致
活
動
を

行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

科
学
技
術
を
生
か
し
た
産
業
振
興

に
つ
い
て
は
、
つ
く
ば
、
東
海
な
ど

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
て
産
学

連
携
の
推
進
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
の
振
興
に
つ
い

て
は
、
活
力
を
高
め
る
た
め
に
創
業
、

水戸黄門は水戸藩主・徳川光圀
の異称。光圀は『大日本史』編
纂のために史臣（歴史編纂をし
た人々）を日本各地へ派遣し史
料を集めたが、これが後に｢水
戸黄門漫遊記｣として脚色され
た。しかし、光圀が諸国を漫遊
した史実はないとされている。



小粒が特長の水戸納豆�
ご飯にも酒の肴にも�

I b a r a k i

6

新
事
業
創
出
や
販
路
拡
大
の
支
援
、

生
産
コ
ス
ト
削
減
等
へ
の
支
援
、
資

金
調
達
の
円
滑
化
や
法
務
・
税
務
相

談
な
ど
多
様
な
支
援
措
置
を
講
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

勝

企
業
誘
致
が
好
調
と
の
こ
と
で

す
が
、
そ
の
現
況
を
お
教
え
い
た
だ

け
ま
す
か
。

知
事

二
〇
〇
六
年
（
平
成
一
八

年
）
の
工
場
立
地
面
積
は
全
国
第
一

位
で
二
位
よ
り
も
五
割
も
多
い
と
い

う
実
績
で
し
た
。
二
〇
〇
六
年
ま
で

の
一
〇
年
間
で
み
て
も
、
工
場
立
地

面
積
は
一
〇
六
八
㌶
と
全
国
第
一
位
、

県
外
企
業
立
地
件
数
も
昨
年
に
続
き

今
年
も
全
国
第
一
位
で
し
た
。
象
徴

的
な
の
は
、
コ
マ
ツ
、
日
立
建
機
、

フ
ァ
ナ
ッ
ク
、
中
国
木
材
、
ア
ス
テ

ラ
ス
製
薬
と
い
っ
た
優
良
大
手
企
業

の
立
地
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
で
す
。

勝

茨
城
県
で
は
大
型
補
助
金
な
ど

に
対
し
法
人
事
業
税
の
三
年
間
免
除

と
不
動
産
取
得
税
の
免
除
を
実
施
し

て
い
る
ほ
か
、
県
内
の
大
半
の
市
町

村
で
も
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
な

ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
企
業
が
立

地
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
最
も
重

視
す
る
の
は
補
助
金
で
は
な
く
、
企

業
が
活
動
し
や
す
い
環
境
だ
と
思
い

ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
含
め
た

の
優
遇
措
置
は
行

な
っ
て
い
ま
せ
ん

ね
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
誘
致
が
好
調

な
理
由
は
何
な
の

で
し
ょ
う
か
。

知
事

茨
城
県
で

は
全
国
に
先
駆
け

て
、
ほ
ぼ
全
産

業
・
全
業
種
を
対

象
に
、
立
地
企
業

税
制
優
遇
策
充
実
や
、

陸
・
海
・
空

イ
ン
フ
ラ
整
備
が

企
業
立
地
を
促
進

水戸納豆は、明治22年に旧国
鉄の水戸駅が開業した際、水戸
の土産として売り出したのがヒ
ットし全国的に有名になった。
使われている大豆は小粒で、風
味がよく舌ざわりがなめらか。
そのまま酒の肴になるし、もち
ろんご飯にもぴったりだ。



イルカとトレーナーの�
大ジャンプは必見!
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と
こ
ろ
を
選
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

で
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

知
事

高
速
道
路
は
現
在
、
北
関
東

自
動
車
道
、
東
関
東
自
動
車
道
、
圏

央
道
（
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車

道
）
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
北
関
東
自
動
車
道
は
、
す

で
に
ひ
た
ち
な
か
I
C
か
ら
友
部
I

C
ま
で
が
開
業
し
て
お
り
、
本
年
11

月
に
は
笠
間
西
I
C
が
開
通
し
ま
す
。

さ
ら
に
二
○
○
九
年
に
は
東
北
自
動

車
道
に
直
結
し
、
二
○
一
二
年
の
全

線
開
通
時
に
は
関
越
自
動
車
道
と
も

結
ば
れ
ま
す
。
こ
の
北
関
東
自
動
車

道
と
常
磐
自
動
車
道
の
結
束
点
で
あ

る
友
部
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
一
○

数
㌔
㍍
の
場
所
で
は
茨
城
空
港
（
二

○
○
九
年
度
開
港
予
定
）
の
整
備
も

進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
茨
城
県
に
は
四
つ
の
重
要

港
湾
が
あ
る
の
で
す
が
、
な
か
で
も

欧
米
や
韓
国
・
中
国
へ
の
国
際
定
期

貨
物
航
路
を
持
つ
常
陸
那
珂
港
は
高

速
道
路
と
直
結
し
て
お
り
、
多
く
の

企
業
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

勝

つ
く
ば
や
東
海
の
科
学
技
術
、

鹿
島
の
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
な

ど
、
産
業
資
源
が
集
積
し
て
い
る
の

も
茨
城
県
の
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

立
地
環
境
の
向
上

に
努
め
て
き
た
こ

と
が
、
多
く
の
企

業
に
評
価
さ
れ
た

結
果
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

勝

自
治
体
の
過

剰
気
味
な
立
地
競

争
を
企
業
は
冷
静

に
見
極
め
、
本
当

に
活
動
し
や
す
い

アクアワールド（茨城県大洗水
族館）は、子供から大人まで楽
しめる海の総合ミュージアム。
なかでも人気なのがイルカのラ
イブショー。5頭のイルカたち
が次々と得意の芸を披露する。
イルカとトレーナーが息を合わ
せた豪快なジャンプは必見だ。

企
業
活
動
を

加
速
す
る

産
業
資
源
集
積
地
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だ
と
思
い
ま
す
。

知
事

そ
う
で
す
ね
。
私
は
科
学
技

術
創
造
立
国
を
進
め
て
い
く
上
で
、

つ
く
ば
と
東
海
を
抱
え
る
茨
城
県
は

極
め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
つ
く
ば
に

は
約
五
七
〇
〇
人
の
博
士
を
含
む
約

二
万
二
○
○
○
人
余
の
研
究
者
が
お

り
、
国
等
の
研
究
機
関
の
三
分
の
一
、

三
七
機
関
が
立
地
し
て
い
る
ほ
か
、

二
三
二
の
民
間
研
究
機
関
が
立
地
し
、

相
互
交
流
も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
科
学
技
術
振
興
機
構
の
サ

テ
ラ
イ
ト
が
で
き
て
、
研
究
成
果
の

掘
り
起
こ
し
や
実
用
化
に
向
け
た
産

学
官
の
共
同
研
究
な
ど
、
連
携
を
さ

ら
に
深
め
る
多
様
な
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。

勝

東
海
地
区
で
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
あ
る
の
で
し
よ
う
か
。

知
事

東
海
村
で
は
現
在
、
世
界
最

高
性
能
を
誇
る
大
強
度
陽
子
加
速
器

（
J
―
P
A
R
C
）
が
建
設
中
で
、

来
年
か
ら
稼
動
す
る
予
定
で
す
。
こ

の
加
速
器
は
、
ア
メ
リ
カ
と
東
海
村

に
し
か
な
い
も
の
で
あ
り
、
茨
城
県

は
中
性
子
を
利
用
し
た
最
先
端
の
生

命
科
学
や
物
質
科
学
な
ど
の
世
界
的

な
研
究
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
県
で
は
産
業
利
用
を
促
す
こ

と
で
新
産
業
の
創
出
や
県
内
企
業
の

高
度
化
を
目
指
し
て
お
り
、「
生
命
物

質
構
造
解
析
装
置
」
と
「
材
料
構
造

解
析
装
置
」
の
二
種
類
の
構
造
解
析

装
置
を
整
備
し
、
民
間
企
業
に
利
用

品質日本一との呼び声が高い県
の奨励品種「常陸秋そば」は、
1978年、旧・金砂郷町の在来
種から選りすぐりの種を選別・
育成させて誕生した。そば独特
の香り、風味、甘みがあり、全国
の有名そば職人から「玄そばの
最高峰」と高い評価を得ている。
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を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
性
子
利
用
促
進
研
究
会

と
い
う
も
の
を
一
三
ほ
ど
立
ち
上
げ

て
、
J
―
P
A
R
C
の
早
期
活
用
に

向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

勝

鹿
島
地
区
も
企
業
活
動
が
活
発

だ
と
う
か
が
っ
て
お
り
ま
す
が
、
要

因
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

知
事

鹿
島
に
は
鉄
鋼
と
石
油
化
学

と
い
う
素
材
産
業
が
集
積
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
素
材
産
業
の
さ
ら
な
る

集
積
と
発
展
を
目
標
に
、
特
区
に
よ

る
徹
底
し
た
規
制
緩
和
で
企
業
が
活

動
し
や
す
い
地
域
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
か
い
あ
っ
て
特
区
制
度
導
入
以

降
、
企
業
の
設
備
投
資
額
は
五
○
○

○
億
円
を
超
え
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

勝

地
域
を
活
性
化
さ
せ
て
い
く
た

め
に
企
業
誘
致
は
不
可
欠
で
あ
り
、

立
地
し
た
企
業
が
地
域
の
産
業
基
盤

を
強
く
し
て
い
く
の
で
す
ね
。

知
事

そ
う
で
す
ね
。
一
時
期
、
日

本
の
製
造
業
は
中
国
へ
の
設
備
投
資

が
盛
ん
で
し
た
が
、
近
年
は
対
象
が

中
国
だ
け
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い

来
に
と
っ
て
は
い
い
傾
向
だ
と
思
い

ま
す
し
、
一
方
で
、
そ
う
し
た
設
備

投
資
を
日
本
で
行
な
っ
て
も
十
分
に

採
算
が
と
れ
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く

り
、
提
供
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

そ
の
点
、
茨
城
県
は
企
業
に
と
っ

て
投
資
し
や
す
い
環
境
が
整
備
さ
れ

て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
す
。
ま
た
、
ノ

ウ
ハ
ウ
を
最
大
限

提
供
し
て
外
国
に

進
出
す
る
よ
り
も

国
内
に
一
番
大
事

な
拠
点
を
置
く
べ

き
だ
と
い
う
考
え

方
が
高
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。
製
造

業
の
国
内
回
帰
は
、

日
本
の
産
業
の
将

潮来笠は、潮来の水郷地帯の
農作業に用いられていた日除け、
雨除けのすげ笠で、本来の名は
あやめ笠。形があやめに似てい
ることに由来する。昭和30年
代の流行歌「潮来笠」で一躍
有名になり、現在は幸せを招く
郷土民芸品として作られている。
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勝

各
地
区
と
も
今
後
の
発
展
が
大

い
に
期
待
さ
れ
ま
す
ね
。
最
後
に
立

地
を
検
討
し
て
い
る
企
業
の
方
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

知
事

は
い
。
こ
れ
か
ら
も
日
本
が

豊
か
な
国
と
し
て
発
展
し
て
い
く
に

は
、
も
の
づ
く
り
産
業
の
振
興
や
世

界
最
先
端
産
業
の
育
成
な
ど
に
よ
り
、

外
貨
を
稼
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
茨
城
県
は
、

つ
く
ば
、
東
海
の
科
学
技
術
の
集
積
、

日
立
の
も
の
づ
く
り
技
術
の
集
積
、

鹿
島
の
日
本
一
の
素
材
生
産
基
地
な

ど
の
拠
点
に
加
え
、
近
年
、
陸
・

海
・
空
の
交
通
網
の
整
備
が
急
速
に

進
み
、
企
業
に
と
っ
て
大
変
活
動
し

や
す
い
環
境
が
整
備
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。
多
く
の
企
業
が
茨
城
県
に
進

出
し
、
茨
城
県
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

活
用
し
て
最
先
端
の
製
品
開
発
や
、

世
界
で
競
え
る
も
の
づ
く
り
に
チ
ャ

国
を
見
て
も
な
か
な
か
見
当
た
ら
な

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

本
日
は
、
茨
城
県
に
つ
い
て
知
事

か
ら
直
接
、
お
話
を
お
聞
き
す
る
こ

と
が
で
き
、
産
業
基
盤
の
水
準
の
高

さ
だ
け
で
な
く
、
茨
城
の
総
合
的
な

魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

レ
ン
ジ
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

勝

茨
城
県
の
よ

う
に
、
科
学
技
術

や
も
の
づ
く
り
技

術
、
素
材
生
産
基

地
と
い
っ
た
特
長

あ
る
産
業
資
源
の

集
積
地
を
持
つ
県

と
い
う
の
は
、
全

茨城のメロンは生産・作付けと
もに日本一。栽培されている中
心の品種は、青肉系のアンデス
メロンと赤肉系のクインシーメ
ロン。土壌に有機肥料をたっぷ
り施し、農薬に敏感なミツバチ
を交配に使うことで安心・安全
なメロンの栽培に努めている。

茨
城
の
優
位
性
を

活
か
し
て

世
界
最
先
端
の

も
の
づ
く
り
を


